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論 文 内 容 要 旨
Recently,muchatentionhavebeenpaidtobiosensingbasedonnucleicacidsasmolecularrecognitionele-
mentsforavariety oftargetanalytesincludingmetalions,smalmolecules,proteinS,andevenwholecels.

























































































ながらその結合力は核酸二重鎖に依存 しており､p-DNA/T-DNA (結合親和力K.I-2.1×106M-)) >P-
RNA/T-RNA (K,I-1.0×106M~1)>p-RNA/T-DNA (Kl-0.33×106M~1)>p-DNA/T-RNA (Kl-0.27×106
M｣) となることを見出した｡また､得 られた結果から､遺伝子発現制御因子として様々なガンや疾患と
の関連が指摘されているmicroRNAを標的とした場合､p-RNAの利用が効果的であることが示唆された｡
事実､肺ガンと関連するlet-7を標的として､p-RNAならびにDMPの併用により､27nM程度の1et17b
検出が可能であることが分かった｡さらに､DMP構造を基にして､静電相互作用を可能とする末端一級
アミノ基を導入した新規プテリジン誘導体(4APA-DMP)を開発し､そのmicroRNA検出能(標的let-7b)を検
討したところ､検出限界 1.2nM と算出された｡この結果は､静電相互作用の機能付加によってmicroRNA
検出能を著しく改良できることを示しており､今後のmicroRNA検出リガンドの開発に大きく貢献するも
のであると期待できる｡
第四章は､本論文の総括である｡
以上の研究結果は論文提出者が自立 して研究活動を行うために必要な高度の研究能力と学識を有するこ
とを示している｡ したがって､YuanfengPANG君提出の博士論文は博士 (理学)の学位論文として合格
と認める｡
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